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【注目！】下記の手順に従って、2ページの市長の写真にスマートフォンをかざしてください。市長あいさつの動画が再生されます

※「Junaio」の動作環境は、iPhone、iPad および iPod touch の iOS6.0 以降、Android 搭載端末のAndroid2.3.3 以降となります。
　通信状況、OSのバージョンによっては動作しない場合がございます。位置情報を参照する場合は、GPS機能を“ON”にしてください。

1 無料アプリ「Ｊｕｎａｉｏ」を
　 ダウンロード

2 「Ｊｕｎａｉｏ」を起動→画面右上の“SCAN”を
　 タップして右のQRコードをスキャン 3 画面に表示される

　 メッセージにしたがい
　 写真に端末をかざす
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
都
城
市
で
は
、
本
市
を
対
外

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
、
著
名
な
書

家
「
紫シ
シ
ュ
ー舟
氏
」
に
作
成
し
て
い
た
だ
い

た
「
都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
」
や
、
み
や
こ

ん
じ
ょ
大
使
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
を
積
極

的
に
活
用
し
、〝
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・

都
城
〞
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
し
た
。
特
に
、ふ
る
さ
と
納
税
を
全
面

的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
お
贈
り
す
る

特
産
品
を
「
日
本
一
の
肉
と
焼
酎
」
に

限
定
し
た
上
で
大
幅
に
拡
充
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
様
に
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
、〝
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都

城
〞
を
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

本
市
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
〝
３
つ

の
宝
〞
で
あ
る
「
農
林
畜
産
業
」「
地
の

利
」「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
」
を

輝
か
せ
る
た
め
の
施
策
や
、
本
市
を
対

外
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に

進
め
、
加
え
て
「
中
心
市
街
地
の
活
性

化
」「
人
口
減
少
対
策
」
な
ど
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
具
体
的
な
実
施
計
画
を
策
定
し

て
事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま

ち
な
か
の
魅
力
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

今
春
、
新
し
い
都
城
市
郡
医
師
会
病

院
が
開
院
す
る
予
定
で
、
医
療
提
供
体

制
の
充
実
と
と
も
に
道
路
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
に
よ
る
６
次
産
業
化
の

推
進
、
企
業
立
地
に
よ
る
雇
用
の
場
の

確
保
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
本
市
に
住

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て

な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
切
れ

目
の
な
い
支
援
策
を
盛
り
込
ん
だ
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
来
年
、
新
市
誕
生
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
事
業
を
実
施
し
、
合
併
10
周
年
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
本
年
も
〝
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち
＝
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
〞
の

実
現
に
向
け
て
、
選
択
と
集
中
を
基
本

に
市
政
を
進
め
、〝
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
シ
テ
ィ
〞
と
し
て
、
さ
ら
な
る
一

体
的
な
発
展
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
１
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
い
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

都
城
市
長

池
田　

宜た
か
　
ひ
さ永

平
成
二
十
七
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
活

動
に
対
し
ま
し
て
も
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

私
ど
も
市
議
会
は
、
昨
年
２
月
に
新

し
い
顔
ぶ
れ
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
間

も
な
く
１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
間
、
よ
り
一
層
の
市
政
の

発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、

市
の
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
活

発
な
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
国
や
地
方
経
済
を
取
巻
く
状

況
は
い
ま
だ
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い

て
は
、
都
城
志
布
志
道
路
「
梅
北
Ｉ
Ｃ

か
ら
金
御
岳
Ｉ
Ｃ
間
」が
平
成
29
年
度
、

「
平
塚
Ｉ
Ｃ
か
ら
南
横
市
Ｉ
Ｃ
間
」
が
平

成
30
年
度
の
供
用
開
始
予
定
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
広
域
的
な
高
次
救

急
医
療
拠
点
と
し
て
、
新
し
い
都
城
市

郡
医
師
会
病
院
の
今
春
の
開
院
や
、
中

心
市
街
地
の
新
し
い
事
業
計
画
の
策
定

な
ど
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
著
名
な
書
家
「
紫
舟
氏
」
に

よ
る
都
城
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
作
成
や
み
や
こ
ん

じ
ょ
大
使
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
事
業
に
も
取
り
組
み
、
特
に
、

お
礼
の
品
を
特
産
品
の
肉
と
焼
酎
に
限

定
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
好
評

を
博
し
、
予
想
以
上
の
成
果
を
得
て
い

ま
す
。

私
ど
も
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
よ

り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
議

会
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
議
員
定
数

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
議
会
改
革
に
市

議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

平
成
25
年
４
月
に
施
行
し
た
都
城
市

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
昨
年
５
月

に
議
会
だ
よ
り
第
１
号
を
発
行
し
、
本

年
２
月
に
は
第
４
号
を
皆
様
に
お
届
け

す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
市
内
15
地

区
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、
直
接
市

民
の
皆
様
に
議
会
活
動
を
ご
報
告
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
、
よ
り
身
近
で

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
た
取
り
組
み

を
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
来
年
、
本
市
は
新
市
誕
生

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
引
き
続
き
、
市

の
一
体
的
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に

と
っ
て
、
本
年
が
幸
多
く
、
実
り
あ
る

飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

都
城
市
議
会
議
長

永
山 　

透



42015.1

 

１
月

○
都
城
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
行

 

２
月

○
宮
崎
県
伝
統
工
芸
士
に
都
城
木
刀
製

作
者
の
新に
い

留ど
め

正
弘
さ
ん
（
年
見
町
）

と
松
崎
義よ
し

将ま
さ

さ
ん
（
平
江
町
）
が
選

定
○
高
城
運
動
公
園
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が

完
成

 

３
月

○
Ｊ
Ｒ
都
城
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工

事
が
完
了

○
内
村
風
太
く
ん
が
県
内
最
年
少
防
災

士
に
合
格

○
都
城
市
歌
の
歌
詞
が
選
定

 

４
月

○
日
本
ス
ペ
イ
ン
交
流
４
０
０
周
年
記
念

事
業
「
太
陽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

○
都
城
歴
史
資
料
館
開
館
25
周
年
記
念

特
別
展
を
開
催

○
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
や
勤
務
先
に
奨
励
金

 

５
月

○
都
城
市
市
民
大
学
講
座
50
周
年
記
念

講
演

○
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
が
都
城
市
の
Ｐ
Ｒ

　

を
開
始

２
０
１
４
年
の
主
な
出
来
事

PP
RR
元
年
元
年
を
振
り
返
る

都城市ＰＲ部長

都城市ＰＲ部長

都城市ＰＲ部長

平
成
28
年
１
月
に
新
市
誕
生
10
周
年
を
迎

え
る
本
市
。
「
都
城
市
」
の
名
前
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、

著
名
な
書
家
「
紫シ

舟シ
ュ
ー

」
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ

制
作
を
依
頼
し
ま
し
た
。

７
月
24
日
に
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
Ｐ
Ｒ
ロ

ゴ
の
発
表
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
は
、
本
市
の
魅
力
を
対
外
的
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
や
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ぼ
ん
ち
く
ん
を
活
用
。
ま
た
、「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」
を
周
知
す
る
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
、
市
を
P
R
す
る
事
業
を
推
進
し
た
一
年
で
し
た
。
ま

た
、
豚
流
行
性
下
痢
（
Ｐ
Ｅ
Ｄ
）
の
発
生
や
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
な
ど
、
防
疫
や
災
害
に
つ
い
て
も

う
一
度
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４



5 Miyakonojo City Public Relations 2015.1

 

６
月

○
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
紅
白
試
合

○
中
心
市
街
地
の
施
設
整
備
に
向
け
て

旧
都
城
大
丸
の
解
体
始
ま
る

 

７
月

○
モ
ン
ゴ
ル
国
青
少
年
交
流
事
業

○
総
括
担
当
副
市
長
に
児
玉
宏
紀
さ
ん
、

事
業
担
当
副
市
長
に
岩
﨑
透
さ
ん
が

就
任

 

８
月

○
全
国
高
校
総
体
弓
道
個
人
で
有
馬
翼

さ
ん（
都
城
工
業
高
校
）が
優
勝

 

９
月

○
本
市
出
身
、
松
元
裕
之
さ
ん
の
初
監

督
作
品
を
上
映

 

10
月

○
都
城
市
生
活
自
立
相
談
セ
ン
タ
ー
開
所

 

11
月

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
辞
令
交
付
式

○
高
城
軍
人
原
遺
跡
で
県
内
最
古
の
縄

文
時
代
草
創
期
の
史
料
が
出
土

 

12
月

○
都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展  

紫
舟
と

都
城
島
津
家
史
料
の
出
会
い 

「
み
や

こ
ん
じ
ょ
力
の
発
信
」
が
開
会

PED感染拡大防止のために消毒ポイントを
設置ふるさと納税リニューアル

クリーンセンター火入れ式

Seed
（都城６次産業化
推進生産者協議会）
発起人代表
岡元孝

たか

仁
ひと

さん

都城商業高校
女子バレーボール部
長尾佳奈さん
（ 3年）

都城市国際交流員
ゾリグト・
デルゲルマーさん

6 次産業化を進める団体を、昨年
8月に立ち上げました。今後も、
都城の農業の可能性を広げる取り
組みを進め、農業の魅力を伝えて
いきたいです。

昨年は、春高バレーボール大会の
出場権を獲得するなど充実した一
年でした。辛い練習も、仲間と一
緒に乗り越えることができました。
今後も大好きなバレーを続け、夢
に向かって頑張りたいです。

昨年 8月にモンゴルから都城に来
ました。都城は、四季が美しく人
も優しい、豊かなまちですね。昨
年は運転免許を取得したので、今
年は温泉めぐりや登山などを楽し
みたいです。

紫舟Presents　都城市PRロゴ発表式典
～はっしん　みやこんじょ力～

都城市名誉市民　故島津久厚様市葬

都城志布志道路整備・活用促進大会

２月

５月

７月

10月

10月

11月

今年の抱負2015



平成25年度一般会計決算

民生費
258億796万円
33.4%

衛生費
110億2,137万円
14.3%

総務費
103億2,466万円
13.3%

教育費
56億1,333万円
7.3%
土木費

61億9,379万円
8.0%

公債費
90億4,333万円
11.7%

農林水産費
37億6,864万円
4.9%

商工費
25億8,652万円
3.3%

消防費
25億91万円
3.2%

その他
4億9,341万円
0.6%

歳出
決算総額

773億5,392万円

地方交付税
208億1,019万円
26.4%

国・県支出金
199億3,507万円
25.2%

市税
181億9,501万円
23.0%

市債
86億4,553万円
11.0%

その他
78億7,153万円
10.0%

諸収入
25億3,416万円
3.2%

繰入金
9億5,261万円
1.2%

歳入
決算総額

789億4,410万円

都城市の

62015.1

市では、皆さんの納めた税金などがどのように使われているのかをお知らせする
ため、財政状況を年2回公表しています。今回は、平成25年度の決算状況と
平成26年度の予算（ 9月補正時点）をお知らせします。

◎問い合わせ　　一般会計・特別会計について　財政課　☎23-2113
水道事業について　　　水道局業務課　☎23-4510

平成25年度決算状況 平成25年度末市債の状況
会　計　名 歳　入 歳　出 起債残高 交付税措置額 実質負担額
一 般 会 計 789億4,410万円 773億5,392万円 755億8,166万円 563億3,518万円 192億4,648万円 

特別会計

食肉センター 1億1,681万円 1億1,681万円 6億7,260万円 6億7,260万円 
下水道事業 28億3,976万円 28億3,793万円 218億9,685万円 105億6,132万円 113億3,553万円 
国民健康保険 214億 836万円 214億 33万円 
後期高齢者医療 18億4,580万円 18億4,164万円 
公設地方卸売市場事業 5,152万円 5,152万円 1億 53万円 1億 53万円 
農業集落下水道事業 5億4,461万円 5億4,461万円 42億5,399万円 24億5,401万円 17億9,998万円 
整備墓地 3,188万円 3,188万円 2億3,275万円 2億3,275万円 
工業用地造成事業 1億6,851万円 1億6,848万円 6億5,420万円 6億5,420万円 
介護保険 154億5,842万円 154億5,307万円 
御池簡易水道事業 1億6,905万円 1億6,885万円 1億8,427万円 6,309万円 1億2,118万円 
簡易水道事業 3億 986万円 3億 986万円 7億8,167万円 2億2,224万円 5億5,943万円 
電気事業 2,629万円 2,447万円 
山之口総合交流活性化センター 2,952万円 2,952万円 1,500万円 1,500万円 
高城健康増進センター等管理事業 1億5,142万円 1億5,142万円 5,489万円 5,489万円 

合　計 431億5,181万円 431億3,039万円 288億4,675万円 133億7,055万円 154億7,620万円 

企業会計
水道事業（収益的） 23億 244万円 21億2,799万円 

91億8,101万円 91億8,101万円 
水道事業（資本的） 3億2,677万円 11億 539万円 

※交付税措置額とは、市債残高のうちその償還について、国が地方交付税に算入するとした額です。また、水道事業の資
　本的収支の不足額は、留保資金などで補てんしました

財政状況

形式収支で15億9,018万円の黒字、平成26年度へ繰り越すべき財源を差し引いた
実質収支では12億4,935万円の黒字決算となりました。



都城市の家計簿

地方交付税
191億5,638万円
24.5%

歳入
予算総額
781億345万円

市税
176億157万円
22.5%

国・県支出金
171億6,476万円
22.0%

市債
111億9,902万円
14.3%

繰入金
34億1,243万円
4.4%

諸収入
24億5,068万円
3.2%

その他
71億1,861万円
9.1%

民生費
278億1,874万円
35.6%歳出

予算総額
781億345万円

衛生費
106億2,190万円
13.6%

公債費
87億9,943万円
11.3%

教育費
53億6,074万円
6.9%
土木費

68億5,092万円
8.8%

総務費
77億5,363万円
9.9%

農林水産費
36億4,122万円
4.7%

商工費
38億2,429万円
4.9%

消防費
26億799万円
3.3%

その他
8億2,459万円
1.0%
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【
歳
入
】

■
地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得
税
や
法
人
税
、
酒
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
国
が
地
方
へ
再
配
分

す
る
税

■
市
税
／
個
人
・
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
な
ど

■
国
・
県
支
出
金
／
特
定
の
目
的
の
事
業
に
充
て
る
た
め
の

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

■
市
債
／
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
財
源
と
な

る
借
入
金

■
繰
入
金
／
一
般
会
計
や
特
別
会
計
、
基
金
な
ど
の
会
計
間

で
や
り
と
り
す
る
資
金

【
歳
出
】

■
民
生
費
／
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
福

祉
全
般
の
経
費

■
総
務
費
／
選
挙
や
戸
籍
、
徴
税
、
庁
舎
管
理
な
ど
の
経
費

■
公
債
費
／
市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

■
教
育
費
／
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
文
化
財
保
護
な
ど
の

経
費

■
土
木
費
／
道
路
や
公
園
整
備
、
住
宅
管
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費
／
農
業
や
林
業
振
興
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費
／
清
掃
や
保
健
衛
生
な
ど
の
経
費

■
一
般
会
計
／
道
路
整
備
や
ご
み
収
集
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計

■
特
別
会
計
／
介
護
保
険
事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な

ど
、
特
定
の
収
入
（
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
）
で
そ
の
仕

事
を
賄
う
会
計

■
企
業
会
計
／
そ
の
仕
事
自
体
に
収
益（
使
用
料
）が
あ
り
、

そ
の
収
益
で
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
性
の
会
計

■
形
式
収
支
・
実
質
収
支
／
形
式
収
支
は
歳
入
決
算
総
額
か

ら
歳
出
決
算
総
額
を
差
し
引
い
た
額
、
実
質
収
支
は
、
こ

の
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
額

平成26年度一般会計予算（9月補正時点）

用 語 解 説

収　入 支　出
項　目 金　額 割　合 項　目 金　額 割　合

給料（市税など） 68,564円 34.3% 食費（人件費） 28,970円 14.5%
父母からの仕送り（地方交付税） 52,721円 26.4% 医療費、保育料（扶助費） 43,269円 21.6%
パート収入（国・県支出金） 50,504円 25.3% 住宅ローン返済（公債費） 23,382円 11.7%
前月分繰り越し（繰越金） 3,894円 1.9% 光熱水費、日用雑貨など（物件費） 19,585円 9.8%
預貯金の取り崩し（繰入金など） 2,414円 1.2% 預貯金（積立金） 12,080円 6.0%
新たな借入金（市債） 21,903円 10.9% 家の修理、車の購入など（投資的経費など） 40,412円 20.2%

子どもへの仕送りなど（繰出し金・貸付金、補助など） 32,302円 16.2%

平成25年度一般会計決算を、月額20万円の家計に置き換えると

当初予算（765億7,000万円）と比較して、15億3,345万円の増となっています。
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消
防
団
の
役
割

東
日
本
大
震
災
な
ど
過
去
に
発
生
し

た
災
害
に
お
い
て
、
消
防
団
の
献
身
的

な
活
動
は
、
地
域
住
民
の
信
頼
を
得
て

き
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
の
精
神
で
、

地
域
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
へ
も
参
加
し
て
い
て
、
地
域
振
興

の
維
持
や
増
進
に
も
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
明
示
さ

れ
た
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
火
災
や

自
然
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
消
火

活
動
や
救
助
・
救
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
の
生
命
と
身

体
を
守
る
た
め
、
有
事
に
備
え
て
さ
ま

ざ
ま
な
訓
練
を
行
っ
た
り
、
防
災
の
た

め
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
た
り
し

て
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
安
全
・
安
心
を

守
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
た
活
動

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、地
域
住
民
を
守
ろ
う
と
、

水
門
操
作
や
避
難
誘
導
、
捜
索
活
動
な

ど
で
奮
闘
す
る
消
防
団
員
の
姿
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

で
活
動
す
る
消
防
団
員
。
ひ
と
た
び
災

害
が
発
生
す
る
と
、
消
防
団
は
、
地
域

の
人
た
ち
に
避
難
を
促
し
た
り
、
消
防

署
な
ど
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
救
助

や
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

消
防
団
で
活
躍
す
る
人
た
ち

現
在
、
都
城
市
消
防
団
に
は
、
１
、

４
３
８
人
が
入
団
し
て
い
て
、
そ
の
う

ち
約
63
・
５
㌫
が
、
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
。
そ
し
て
、

18
歳
か
ら
73
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の

人
た
ち
が
所
属
し
て
い
て
、
平
均
年
齢

は
、
41
・
４
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

が
、
消
防
団
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
活
動
の
メ
リ
ッ
ト

地
域
の
安
全
・
安
心
に
貢
献
で
き
る

こ
と
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

● 

幅
広
い
年
代
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

人
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、

世
代
間
の
交
流
が
で
き
る

● 

消
防
活
動
以
外
の
地
域
行
事
な
ど
に

も
参
加
で
き
る
機
会
が
多
い

● 

地
域
の
人
た
ち
と
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
学
校
行
事
や

地
域
行
事
な
ど
に
役
立
つ

あ
な
た
の

あ
な
た
の
勇
気
勇
気
がが

笑
顔
笑
顔
をを
守守
るる
!!!!

近年、大規模かつ複雑化している災害。大規模な火災や地震、
風水害、火山噴火などの災害に対応するには、多くの人の力が
必要です。このような中、地域防災力の根幹を担う消防団の力
は、ますます重要になってきています。
今回は、消防団の役割や活動の意義などについて紹介します。

◎問い合わせ　危機管理課　☎23－2129
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都
城
市
消
防
団
女
性
部

都
城
市
消
防
団
で
は
、
20
人
の
女
性

消
防
団
員
が
女
性
部
を
組
織
し
て
い
ま

す
。
団
員
ら
は
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
を
訪
問
し

た
り
、
保
育
所

や
幼
稚
園
、
福

祉
施
設
な
ど
で

防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
の
啓

発
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

教
え
て
消
防
団

Q 
消
防
団
と
消
防
署
の
違
い
は
？

A 
消
防
署
に
は
常
勤
の
消
防
職
員
が

勤
務
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
消
防
団

は
別
に
仕
事
を
持
っ
た
人
た
ち
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
て
、
団
員
た
ち

は
、
仕
事
と
消
防
団
活
動
を
両
立
し

て
い
ま
す
。

Q 
消
防
団
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
？

A 
災
害
活
動
や
訓
練
に
出
動
し
た
場

合
の
出
動
手
当
（
内
容
に
よ
り
金
額

が
異
な
り
ま
す
）
や
年
額
報
酬
（
数

万
円
程
度
）
が
市
か
ら
支
払
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
一
定
期
間
以
上
勤
務
し

た
場
合
、
退
団
時
に
は
退
職
報
償
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

Q 
消
防
団
に
知
っ
て
い
る
人
が
い
な

　
　

い
ん
だ
け
ど
？

A 
消
防
団
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
持

っ
た
人
た
ち
の
集
団
。
世
代
も
趣
味

も
異
な
り
ま
す
。
し
か
し
、「
入
団

し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
」

と
の
問
い
に
、「
新
し
い
友
人
が
で

き
た
」
と
答
え
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
訓
練
や
地
域
と

密
着
し
た
活
動
を
通
し
て
、
人
と
の

つ
な
が
り
が
強
ま
り
、
人
生
の
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
す
。

Q 
け
が
を
し
た
と
き
の
保
証
は
？

A 
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合
は
、
公

務
災
害
補
償
を

受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で

　

万
一
の
場
合
も

安
心
で
す
。

知人の紹介で入団し、特に不安はあ
りませんでした。私が入団した当時の
女性部は、高齢者宅訪問が活動の中心
でしたが、現在は、保育施設や福祉施
設での啓発なども行っていて、幅広い
世代を対象としています。
慌ただしい日々の中での消防団活動
ですが、私たち女性部の草の根レベル
ともいえる啓発活動で、１人暮らしの
高齢者はもちろん、幼少期から子ども
の防災意識が高まることに誇りを感じています。
地域と、そこに住む皆さんの笑顔を守る消防団として、
これからも活動を続けていきます。

都城市消防団女性部
部長
中原 ゆかりさん

（郡元町）

消防団員として地域のためにがんば
る父親の姿を見ていて、「いつかは消防
団に入ろう」と心に決めていました。
入団 1年目の昨年、消火技術を競う

操法大会に出場しました。不安もあり
ましたが、先輩団員の指導とチームワ
ークで、念願の県大会出場を勝ち取る
ことができました。
消防団は地域に貢献できる一番の場

です。地域の皆さんが安全で安心に暮
らせるように、そして、皆さんから頼られる消防団員を目
指して、これからも仲間と一緒に訓練に励みます。

高城方面隊第1部
団員
若木　郁

ふみ　や

弥さん
（高城町大井手）

消防団は団員の年齢の幅も広く、入団
する際にはためらうかも知れません。そ
のため、災害活動や訓練、地域住民との
ふれあいを通じて、団員間の交流を図り
ながら、若者が入団したいと思うような
環境づくりに取り組んでいます。
若い世代の皆さんには、積極的に入団

して、年代も異なる異業種の人たちとの
付き合いを通じて、消防団活動を人生に
役立ててもらいたいです。

これから、災害対応能力を向上させるための訓練や団員の
装備の充実を図りながら、市民の皆さんの安全と安心を守っ
て行きたいと考えています。

都城市消防団
団長
前原　秀

ひで

洋
ひろ

さん
（平江町）

消防団員で活動してみませんか
市内に居住または勤務している人で、18歳以上の身体強健な
人であれば誰でも入団できます。あなたも消防団に入団して、地
域の人たちと触れ合ったり、協力したりしながら、地域の安全を守
る活動に参加しませんか。いま、あなたの力が求められています。
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市・県民税市・県民税のの

申告申告をを忘れずに忘れずに
申告の受け付けは1月28日㈬～3月18日㈬です。
※12時～13時を除く
申告期間中は全職員が各会場に出向きますので、本庁および各総合支所
窓口での申告受け付けはできません。必ず次の会場で申告してください。
なお、お住まいの地区以外の会場でも申告できます。
※確定申告をする人は、市・県民税の申告は必要ありません
◎問い合わせ　市民税課　☎23-2123

月　日 時　間 地　区 場　所
小
松
原
地
区

2月2日
㈪

9:00～12:00 前田町、平江町、大王町、栄町、北原町、宮丸町、小松原町

コミュニティ
セン タ ー

13:00～16:30 志比田町

姫
城
地
区

2月3日
㈫

9:00～12:00 早鈴町、甲斐元町、西町、都島町、松元町、上町

13:00～16:30 下長飯町、中町、牟田町、八幡町、蔵原町、姫城町

妻
ケ
丘
地
区

2月4日
㈬

9:00～12:00
妻ケ丘町、若葉町、東町、
上東町、中原町、天神町、
菖蒲原町、花繰町

13:00～16:30 上長飯町、一万城町、広原町

祝
吉
地
区

2月5日
㈭

9:00～12:00 郡元町、年見町、郡元一～四丁目、千町、神之山町

13:00～16:30
祝吉一～三丁目、祝吉町、
上川東一～四丁目、早水町、
立野町、下川東一～四丁目

横
市
地
区

3月11日
㈬

9:00～12:00 都原町

13:00～16:30 横市町、南横市町

3月12日
㈭ 9:00～12:00 蓑原町

五
十
市
地
区

3月12日
㈭ 13:00～16:30 鷹尾一～五丁目、南鷹尾町

3月13日
㈮

9:00～12:00 久保原町、五十町、大岩田町

13:00～16:30 平塚町、今町

中
郷
地
区

1月28日
㈬

10:00～12:00 尾平野 石原営農
研 修 館13:00～15:30 石原

2月17日
㈫

9:30～12:00 下安久

中郷地区
市民交流
センター

13:00～16:00 川内、上安久

2月18日
㈬

9:30～12:00 東豊満、西豊満

13:00～16:00 大薗、益貫

2月19日
㈭

9:30～12:00 高野原、女橋

13:00～16:00 大浦、麓

2月20日
㈮

9:30～12:00 雄児石、嫁坂

13:00～16:00 払川、藤田、正応寺

月　日 時　間 地　区 場　所

西
岳
地
区

1月29日
㈭

10:00～12:00 牛之脛 旧夏尾保
育児童館13:00～15:30 馬渡、御池町

1月30日
㈮

10:00～12:00 田野、武床、猪子石 折田代営
農研修館13:00～15:30 折田代、（御池町）

2月9日
㈪

9:30～12:00 高野町、田野の一部 西岳地区
公 民 館
（クラブハウス）13:00～16:00 美川町

庄
内
地
区

2月6日
㈮

9:30～12:00 関之尾町

庄内地区
公 民 館

13:00～16:00 宮島、今屋

2月9日
㈪

9:30～12:00 東区、千草

13:00～16:00 川崎、町区、西区

2月10日
㈫

9:30～12:00 平田、馬場

13:00～16:00 莇、今平、内場、源野

志
和
池
地
区

2月12日
㈭

9:30～12:00 丸谷、巣立、万ヶ塚、寿万寺

志和池地
区公民館

13:00～16:00 薄谷、谷頭

2月13日
㈮

9:30～12:00 下水流2、下水流3、麓

13:00～16:00 下水流１、平原、岩満、崎田

2月16日
㈪

9:30～12:00 上水流中、森田、上水流東

13:00～16:00 上水流西、荒ヶ田、吉行

沖
水
地
区

2月16日
㈪

9:30～12:00 都北町、広瀬

沖水地区
公 民 館

13:00～16:00 吉尾町

2月17日
㈫

9:30～12:00 東高木、上金田

13:00～16:00 西高木

2月18日
㈬

9:30～12:00 太郎坊町

13:00～16:00 下金田、中金田

予
備
日

3月16日
㈪

9:00～12:00
13:00～16:30

予備日 コミュニティ
セ ン タ ー

3月17日
㈫

3月18日
㈬
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平
成
27
年
度

市
民
税
・
県
民
税
の
主
な
改
正
内
容

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
と
拡
充

居
住
年
の
適
用
期
間
が
平
成
29
年
12

月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
、
平
成
26
年
４

月
か
ら
平
成
29
年
12
月
ま
で
に
居
住
し

た
場
合
、
控
除
限
度
額
が
拡
充
さ
れ
ま

す
。

●
控
除
限
度
額

平
成
26
年
３
月
ま
で
に
居
住
し
た
場
合

　

所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等
の
５

㌫
（
最
高
９
万
７
、５
０
０
円
）

平
成
26
年
４
月
〜
平
成
29
年
12
月
に
居

住
し
た
場
合
（
た
だ
し
、
消
費
税
率
が

８
㌫
ま
た
は
、
10
㌫
の
場
合
に
限
る
）

　

所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等
の
７

㌫
（
最
高
13
万
６
、５
０
０
円
）

②
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
や
譲
渡
所
得

な
ど
に
係
る
軽
減
税
率
の
廃
止

特
例
措
置
と
し
て
適
用
さ
れ
て
い
た

３
㌫
の
軽
減
税
率
が
平
成
25
年
12
月
31

日
で
廃
止
さ
れ
、
５
㌫
の
税
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。（
所
得
税
15
㌫
、
市
民
税

３
㌫
、
県
民
税
２
㌫
）

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の

あ
る
皆
さ
ん

農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
人

は
、
必
ず
事
前
に
経
費
の
計
算
を
し
て

か
ら
申
告
会
場
に
来
場
く
だ
さ
い
。
計

算
を
し
て
い
な
い
と
、
計
算
後
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
順
番
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
１

月
１
日
か
ら
、
事
業
所
得
・
不
動
産
所

得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
っ
て
い
る
全
て
の
人
は
、
記
帳
・

帳
簿
な
ど
の
保
存
が
必
要
で
す
。

都
城
税
務
署
確
定
申
告

●
期
間　

２
月
12
日
㈭
〜
３
月
16
日
㈪

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
時
間　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
２
月
12
日
㈭
、
13
日
㈮
は
年
金
・
給

与
所
得
者
が
対
象
に
な
り
ま
す

※
税
務
署
内
に
は
、
確
定
申
告
会
場
は

開
設
し
ま
せ
ん

確
定
申
告
書
の
作
成

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
画
面
案
内
に
従
っ
て
金

額
な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
所
得
税

や
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
、
地
方

消
費
税
、
贈
与
税
な
ど
の
確
定
申
告
書

を
作
成
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.keisan.nta.go.jp/

h25/ta_top.htm

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
税
務
署　

☎
22

－

４
３
７
７

（
自
動
音
声
案
内
）　

月　日 時　間 地　区 場　所

山
之
口
地
区

1月28日
㈬

9:30～11:00 永野 永野営農
研 修 館

13:00～15:30 青井岳 青井岳営
農研修館

2月10日
㈫

 9:30～12:00 正近、乗平、六十田、田原、下平

山之口地
区公民館

13:00～16:00 桑原１～３、中原、富吉団地

2月12日
㈭

 9:30～12:00 東、原田、飯起、野上、五反田

13:00～16:00 榎木、上森、麓１～４区

2月13日
㈮

 9:30～12:00 街区１～５、向原東、西向原１～３

13:00～16:00 西向原５～１０、川内、前方

月　日 時　間 地　区 場　所

山
田
地
区

2月23日
㈪

 9:30～12:00 牛谷、万ヶ塚、石風呂、上椎屋、平山

山田総合
センター

13:00～16:00 竹脇、大古川、脇之馬場、田中

2月24日
㈫

 9:30～12:00 瀬茅、毘砂丸、修行

13:00～16:00 長谷、谷１、２、和田上

2月25日
㈬

 9:30～12:00 古江、山内１、山内２

13:00～16:00 谷３、５、６、７、８、９

2月26日
㈭

 9:30～12:00 北田、池之原、浜之段、上是、下是

13:00～16:00 西栫、瀬之口、百原、中村、倉平

月　日 時　間 地　区 場　所

高
城
地
区

2月19日
㈭

 9:30～12:00 第15・18・19自治公民館

高城農村
環境改善
センター

13:00～16:00 第12・新第19第20自治公民館

2月20日
㈮

 9:30～12:00 第13・14自治公民館

13:00～16:00 第16・17自治公民館

2月27日
㈮

 9:30～12:00 第１自治公民館

高 城
生涯学習
センター

13:00～16:00 第２・６自治公民館

3月2日
㈪

 9:30～12:00 第７・８自治公民館

13:00～16:00 第９・10自治公民館

3月3日
㈫

 9:30～12:00 第３・11自治公民館

13:00～16:00 第４・５自治公民館

月　日 時　間 地　区 場　所

高
崎
地
区

2月6日
㈮

10:00～12:00 竹元、崎山 笛 水
小中学校
クラブハウス13:00～15:30 椎屋、後平

3月4日
㈬

 9:30～12:00 上新田、鍋、旭

高 崎
福祉保健
センター

13:00～16:00 栢木、田平、中央団地、牟礼水流、荒場

3月5日
㈭

 9:30～12:00 横谷、共和

13:00～16:00 三和、蔵元、高坂

3月6日
㈮

 9:30～12:00 谷川、町倉、栗巣、杉倉

13:00～16:00 割付、迫間、山神原、野平、上勢西

3月9日
㈪

 9:30～12:00 温水、炭床、新生

13:00～16:00 吉村、原村、下新田

3月10日
㈫

 9:30～12:00 田中、権堀、松ヶ水流、東

13:00～16:00 小牧、轟、鵜戸、塚原、木下
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苦
労
の
末
の
商
品
化
。
自
信
作
そ
ろ
う

６
次
産
業
化
新
商
品
発
表
会

６
次
産
業
化
新
商
品
発
表
会
が
11
月

21
日
、
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
７
事
業
者
が
、
自
ら
生
産
し
た

農
産
物
を
使
っ
て
新
た
に
開
発
し
た
商

品
を
紹
介
。
そ
の
後
、
商
品
の
試
食
会

が
行
わ
れ
、
事
業
者
ら
は
試
食
し
た
感

想
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
関
係
者

と
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
新
し

く
シ
イ
タ
ケ
を
使
っ
た
佃
煮
な
ど
を
商

品
化
し
た
瀬
口
さ
ち
子
さ
ん（
夏
尾
町
）

は
「
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し
合
い
、

試
作
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
市
内
だ
け

で
は
な
く
遠
方
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら

い
、
都
城
の
お
い
し
い
シ
イ
タ
ケ
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

郷
土
の
味み

力り
ょ
く

を
再
発
見
！

が
ね
コ
ン
テ
ス
ト
in
せ
き
の
お

郷
土
料
理
「
が
ね
」
の
味
を
競
う
コ

ン
テ
ス
ト
が
11
月
16
日
、
滝
の
駅
せ
き

の
お
（
関
之
尾
町
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
食
し
た
来
場
者
が
、
一
番
お
い
し
い

と
思
う
店
舗
に
投
票
し
て
一
位
を
決
め

る
同
イ
ベ
ン
ト
。
５
回
目
と
な
る
今
回

は
、
市
内
外
か
ら
８
店
舗
が
出
店
し
ま

し
た
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
揚
げ
た
て
の

が
ね
を
店
舗
ご
と
に
味
わ
っ
た
来
場
者

ら
は
、
気
に
入
っ
た
店
舗
に
投
票
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
出
店
し
た
花

房
範
子
さ
ん
（
北
原
町
）
は
「
昔
か
ら

な
じ
み
の
あ
る
が
ね
の
魅
力
を
再
発
見

で
き
る
良
い
イ
ベ
ン
ト
。
来
年
も
参
加

し
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

故
島
津
久
厚
様
を
し
の
ん
で

都
城
市
市
葬

都
城
島
津
家
の
第
28
代
当
主
で
、
都

城
市
名
誉
市
民
の
故
島
津
久
厚
様
の
市

葬
が
11
月
22
日
、
早
水
公
園
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
で
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
親
族
や
市
民
ら
約
５
０
０
人

が
参
列
。
祭
壇
に
は
、
８
月
２
日
に
95

歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
久
厚
様
と
、
７
月

27
日
に
89
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
穣し
げ

子こ

夫

人
の
遺
影
が
並
べ
ら
れ
、
映
像
で
生
前

の
姿
を
し
の
び
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま

し
た
。
献
花
の
後
、
親
族
を
代
表
し
て

次
男
の
久
友
さ
ん
が
「
父
は
、
郷
土
を

愛
し
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
、

島
津
の
お
殿
様
と
し
て
親
し
ま
れ
た
久

厚
様
の
思
い
出
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち

安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大
会

交
通
安
全
や
防
犯
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
「
安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ

ょ
盆
地
大
会
」
が
11
月
22
日
、
総
合
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
・

生
徒
ら
に
よ
る
飲
酒
運
転
根
絶
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
文
の
発
表
や
寸
劇
な

ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
安
全
へ
の
意

識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

の
交
通
安
全
な
ど
に
貢
献
し
た
個
人
や

団
体
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
愛
犬
の
ア
イ

コ
ち
ゃ
ん
と
と
も
に
交
通
安
全
功
労
者

表
彰
を
受
け
た
山や
ま

角ず
み

一は
じ
め

さ
ん
（
夏
尾
町
）

は
「
地
域
の
皆
さ
ん
と
楽
し
み
な
が
ら

行
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。



ま 話ち 題の

13 Miyakonojo City Public Relations 2015.1

地
域
で
守
り
受
け
継
ぐ
伝
統

都
城
民
俗
芸
能
祭

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
都
城
民
俗

芸
能
祭
が
12
月
７
日
、
総
合
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
都
城
市
民
俗

芸
能
保
存
連
合
会
に
所
属
す
る
７
団
体

が
出
演
。
出
演
者
ら
は
、
地
域
で
継
承

さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
を
披
露
し
ま
し

た
。
特
別
出
演
で
訪
れ
た
小お

倉く
ら

虎と
ら

舞ま
い

保

存
会
代
表
の
荒
木
秀
孝
さ
ん（
阿
蘇
市
）

は
「
民
俗
芸
能
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。
息

子
や
孫
と
一
緒
に
舞
う
こ
と
で
、
家
族

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
ま

す
」
と
、
ふ
る
さ
と
の
民
俗
芸
能
を
守

り
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

大
人
顔
負
け
の
名
演
技

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
「
山
之
口
」

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
山
之

口
が
12
月
７
日
、
山
之
口
地
区
公
民
館

な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
郷
土
芸
能

の
披
露
や
、
地
場
産
品
の
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が
来
場
。

麓
小
学
校
の
児
童
ら
は
、
３
月
15
日
に

行
わ
れ
る
定
期
公
演
に
向
け
て
練
習
を

重
ね
て
い
る
人
形
浄
瑠
璃
を
披
露
。
語

り
手
を
務
め
た
長
谷
川
大た
い

雅が

く
ん
（
５

年
）
は
「
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
一
緒
に
演
じ
た
上
級

生
が
上
手
だ
っ
た
の
で
、
も
っ
と
練
習

し
た
い
で
す
。
３
月
の
定
期
公
演
で
は
、

堂
々
と
披
露
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

光
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点

灯
式
が
11
月
23
日
、
中
心
市
街
地
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
エ
ル
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ
に
加
え
、
ワ
ン
パ
ー
ク
や
中

央
通
り
12
番
街
、
ゆ
ず
り
葉
大
通
り
で

約
17
万
球
の
電
球
が
色
と
り
ど
り
に
き

ら
め
く
中
、
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が
来

場
。
12
番
街
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
ほ

お
ず
き
を
使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
精
巧
な
作
り
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。家
族
と
訪
れ
た
吉
井
聡
子
さ
ん（
三

股
町
）
は
「
ほ
お
ず
き
の
細
工
が
す
ば

ら
し
い
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
と
中
心
市
街
地
が
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

都
城
の
歴
史
と
書
画
が
融
合

み
や
こ
ん
じ
ょ
力
の
発
信

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展
「
み
や
こ

ん
じ
ょ
力
の
発
信
」
の
開
会
に
合
わ
せ

12
月
６
日
、
内
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
館
内
に
島
津
家
の
至
宝
や
Ｐ
Ｒ
ロ

ゴ
を
手
掛
け
た
紫シ

舟シ
ュ
ー

さ
ん
の
作
品
40
点

を
展
示
。
敷
地
内
の
石
蔵
で
は
、
壁
に

映
し
出
さ
れ
た
文
字
に
触
れ
る
と
関
之

尾
滝
や
あ
や
め
な
ど
の
映
像
が
映
し
出

さ
れ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
も

開
催
さ
れ
、
映
像
に
触
れ
た
来
館
者
ら

は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
紫
舟
さ

ん
は
「
作
品
の
全
て
に
都
城
を
表
現
し

た
。
作
品
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の
美
し

さ
を
見
直
し
て
ほ
し
い
」
と
書
画
に
込

め
た
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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世
界
11
カ
国
の
児
童
・
生
徒
が
参

加
し
た
世
界
青
少
年
発
明
工
夫

展
が
10
月
30
日
か
ら
11
月
１
日
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
、
坂
井
星
軌
く

ん
（
蓑
原
町
）
が
最
高
賞
の
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
か
ら
、
は
さ
み
な
ど
を
使

っ
た
工
作
が
好
き
だ
っ
た
坂
井
く
ん
。

「
電
化
製
品
の
中
身
に
興
味
が
あ
り
、

携
帯
電
話
や
ミ
シ
ン
な
ど
を
分
解
し
て

遊
ぶ
お
も
し
ろ
い
子
だ
っ
た
」
と
母
親

の
マ
ユ
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

都
城
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
に
通
う

兄
の
影
響
で
、
坂
井
く
ん
も
小
学
４
年

の
頃
に
同
ク
ラ
ブ
に
入
会
。「
先
生
た

ち
が
優
し
く
熱
心
に
教
え
て
く
れ
、
ま

た
、
同
年
代
の
子
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
に

影
響
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
、
楽
し
か

っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

坂
井
く
ん
が
、
発
明
ク
ラ
ブ
に
通
い

始
め
た
頃
か
ら
書
き
続
け
て
い
る
の
が

「
発
明
ノ
ー
ト
」。
思
い
付
く
ア
イ
デ
ア

を
す
ぐ
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
、
遊
ん
で

い
る
最
中
に
メ
モ
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
発
明
ノ
ー
ト
は
、
坂
井

く
ん
の
発
明
の
源
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
ア
イ
デ
ア
が
最
近
の
発
明
品
に
生
か

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
発
明
の
多
く
は
、
生
活

の
中
で
不
便
だ
と
感
じ
る
こ
と
か
ら
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
作
品「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
！　

つ
か
ま
っ
手
〜
」は
、

小
学
５
年
生
の
頃
、
目
が
不
自
由
だ
っ

た
祖
父
が
室
内
で
何
度
も
転
ぶ
の
を
見

て
、
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
試
行
錯
誤
の
末
に
誕
生
し
た
作

品
。
こ
の
作
品
は
全
日
本
学
生
児
童
発

明
く
ふ
う
展
で
特
別
賞
に
選
ば
れ
、
日

本
代
表
の
１
人
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
開
催
さ
れ
た
世
界
展
に
出
場
し
ま
し

た
。
世
界
展
で
は
、
夏
休
み
に
特
訓
し

た
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
。
自
ら
来
場
者
に

作
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
自
分
の
作
品
が
認
め
ら
れ
て
う
れ

し
い
。
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人
に
感

謝
し
て
い
る
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話
す

坂
井
く
ん
。「
将
来
は
、
世
の
中
の
不

便
な
物
事
を
改
善
で
き
る
発
明
家
に
な

り
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

小
学
５

小
学
５

小
学
小
学

年
生
の

年
生
の

年
生
の

年
生
の
頃

目

頃
、
目

頃
、
目

頃
、

が
不
自

が
不
自

が
不
自

が
不

由
だ
っ

由
だ
っ

由
だ
っ

由
だ

smiling faces of miyakonojo

目指せ！　未来の発明家
西中学校　1年

坂井 星
しょう

軌
き

君

受賞作品「おじいちゃん！つかまっ手～」
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【エビの黄金焼き】　１人分 88kcal、塩分 0.5g
●材料（４人分）
 エビ…４尾　酒…小１　塩…小1/6　こしょう…少々
 ゆで卵…１個　玉ネギ…25g　塩…小 1/6
 こしょう…少々　パセリ…少々　マヨネーズ…大２

●作り方
①エビを洗い、背ワタを取って背中に切り込みを入れて
開き、酒と塩、こしょうを振る
②ゆで卵、玉ネギ、パセリをみじん切りにし、塩とこしょ
う、マヨネーズを混ぜ合わせ、タルタルソールを作る
③エビをオーブンで７～８分焼き、②を乗せて再度、オ
ーブンで２～３分焼く

【きのこのおろし和え】　１人分 24kcal、塩分 0.7g
●材料（４人分）
なめこ…50g　えのきたけ…50g　大根…300g
ネギ…８g　ゆずの皮…適量
Ａ【ゆず汁…大１　酢…小１　濃口しょうゆ…大１】

●作り方
①なめこは、ざるに入れて洗い水気を切る。えのきは、
根元を落とし３cmに切り、なめこと一緒にゆでる
②大根はすりおろし、ネギは小口切り、ゆずの皮は千切り
③ボウルに、汁気を切った①と水気を切った大根おろし、
Ａを加えて器に盛り、ネギとゆずの皮を散らす　

【山芋の磯辺揚げ】　１人分 39kcal、塩分 0g
●材料（4人分）
山芋…80g　のり…少々　片栗粉…大1　油…適量
●作り方
①山芋は皮をむき、酢を少し入れた水にさらしアクを取る
②山芋の水気を切り、１～1.5cm角、長さ５cmに切る。
山芋にのりを巻き付け、水を付けて止める
③②に片栗粉をまぶし、余分な粉をはたき油で揚げる

おもてなし料理
 　　　　問　健康課　☎ 23－ 2765

インタラクティブアートの
情報を見ることができます。

都
城
島
津
邸
で
は
、
合
併
10
周
年

を
迎
え
る
の
に
先
だ
ち
、
島
津
家

史
料
と
紫シ

舟シ
ュ
ー

さ
ん
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
作
品
と
が
融
合
し
た
特
別
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
邸
内

の
石
蔵
で
は
、
体
験
型
の
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
い

な
い
皆
さ
ん
、
都
城
の
魅
力
が
い

っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
作
品
を
見
て
み

ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸

　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
１
１
６

開
催
期
間

２
月
１
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
金
〜
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で

観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
（
３
０
０
円
）、

高
校
・
大
学
生
３
０
０
円
（
２
０
０
円
）、

中
学
生
以
下
無
料

※
本
宅
と
石
蔵
を
含
む
。（　

）内
は
、

　

20
人
以
上
の
団
体
料
金
。
な
お
、
期

　

間
中
は
、
石
蔵
内
で
の
休
憩
な
ど
は

　

で
き
ま
せ
ん

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
サ
ロ

ン
展
で
、
紫
舟
さ
ん
の
作
品
が
、
最
高

位
で
あ
る
審
査
員
賞
金
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
美
術
１
５
０
年
の
歴

史
で
初
め
て
日
本
の
「
書
」
が
芸
術
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
国
民
美
術
協
会
主
催

　
サ
ロ
ン
展
で
金
賞
受
賞
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

平
成
27
年
度
市
役
所
臨
時
・
嘱
託
職
員

　

勤
務
開
始
の
時
期
は
、
職
種
で
異
な
り

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
２
月
６
日
㈮
ま

で
に
履
歴
書
と
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の

写
し
を
職
員
課
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

【
保
育
士
】

●
対
象　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

①
月
額
14
万
円

　
　
　
　

②
③
日
額
７
、２
０
０
円

●
定
員　

①
②
③
と
も
に
若
干
名

●
勤
務
地　

市
内
の
公
立
保
育
所

●
時
間　

７
時
30
分
〜
18
時
30
分
の
う
ち

１
日
７
時
間
45
分
（
①
週
35
時
間
、
②
週

38
時
間
45
分
、
③
週
20
時
間
程
度
）

※ 

週
休
２
日
、
交
代
に
よ
る
早
出
、
遅
出
、

土
曜
日
の
出
勤
あ
り

【
志
和
池
保
育
・
児
童
館
保
育
士
兼
児
童

ク
ラ
ブ
指
導
員
】

●
対
象　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
12
万
２
、０
０
０
円

●
定
員　

２
人

●
時
間　

平
日
７
時
30
分
〜
18
時
30
分
の

う
ち
1
日
６
時
間
、
土
曜
日
８
時
30
分
〜

14
時
30
分
（
月
〜
土
曜
日
の
週
36
時
間
）

【
有
水
幼
稚
園
預
か
り
保
育
業
務
】

●
対
象　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
11
万
８
、３
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
時
間　

平
日
13
時
〜
18
時
、
第
１
・
３
・

５
土
曜
日
８
時
〜
18
時
（
週
30
時
間
）

【
高
城
幼
稚
園
特
別
支
援
教
育
業
務
】

●
対
象　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
13
万
円

●
定
員　

若
干
名

●
時
間　

平
日
９
時
30
分
〜
17
時
、第
１
・

３
・
５
土
曜
日
８
時
45
分
〜
17
時
（
週
37

時
間
30
分
）

【
保
健
師
（
母
子
保
健
業
務
）】

●
対
象　

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

日
額
７
、２
０
０
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

こ
ど
も
課

●
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
月
〜

金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

【
特
定
保
健
指
導
訪
問
指
導
員
】

●
対
象　

保
健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
11
万
７
、０
０
０
円

●
定
員　

４
人
程
度

●
勤
務
地　

健
康
課

●
時
間　

９
時
〜
16
時
（
月
〜
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

【
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
訪
問
調
査
員
】

●
対
象　

看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
15
万
６
、０
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
時
間　

９
時
〜
16
時
（
月
〜
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

●
勤
務
地　

福
祉
課

【
西
岳
診
療
所
看
護
師
】

●
対
象　

看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
13
万
４
、５
０
０
円

●
定
員　

１
人

●
時
間　

８
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
月
〜

金
曜
日
の
週
30
時
間
）

【
特
別
支
援
教
育
支
援
員
】

●
対
象　

特
別
支
援
教
育
に
興
味
が
あ
る

人
（
教
員
免
許
保
持
者
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
修
了
者
を
優
遇
）

●
賃
金　

日
額
６
、４
０
０
円

●
定
員　

10
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
・
中
学
校

●
時
間　

７
時
50
分
〜
16
時
20
分

（
月
〜
金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

【
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
】

●
対
象　

小
学
校
図
書
室
の
管
理
や
読
み

聞
か
せ
な
ど
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
そ

の
技
能
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
６
万
５
、０
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

市
内
の
小
学
校

●
時
間　

９
時
〜
15
時
、週
４
日
勤
務（
月

〜
金
曜
日
の
週
20
時
間
）
年
間
10
カ
月

【
公
園
管
理
業
務
（
草
刈
り
、清
掃
な
ど
）】

●
対
象　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
人
（
Ａ
Ｔ
限
定
免
許
不
可
）

●
賃
金　

月
額
14
万
円

●
定
員　

１
人

●
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
（
月
〜
金
曜

日
の
週
37
時
間
30
分
）

募

集
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

【
高
崎
総
合
支
所
清
掃
業
務
】

●
対
象　

健
康
な
人

●
賃
金　

月
額
11
万
２
、４
０
０
円

●
定
員　

２
人

●
時
間　

８
時
〜
15
時
（
月
〜
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

【
ご
み
収
集
運
搬
作
業
】

●
対
象　

体
力
の
あ
る
人

●
賃
金　

日
額
６
、９
２
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

環
境
業
務
課
（
郡
元
町
）

●
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
月
〜

金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
業
務
】

●
対
象　

大
型
自
動
車
一
種
免
許
を
有
し
、

バ
ス
運
転
業
務
に
従
事
し
た
経
験
が
あ
る

人●
賃
金　

月
額
17
万
６
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

有
水
小
学
校
お
よ
び
高
城
教

育
課

●
時
間　

６
時
30
分
〜
17
時
の
う
ち
１
日

７
時
間
30
分
（
月
〜
金
曜
日
の
週
37
時
間

30
分
）

【
高
城
郷
土
資
料
館
受
付
業
務
】

●
対
象　

歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
パ
ソ
コ

ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド
）
の
操
作
が
で

き
る
人

●
賃
金　

月
額
10
万
円

●
定
員　

若
干
名

●
時
間　

８
時
40
分
〜
17
時
10
分
（
週
30

時
間
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務
あ
り

【
学
校
事
務
】

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人

●
賃
金　

月
額
10
万
円

●
定
員　

11
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
・
中
学
校

●
時
間　

９
時
〜
16
時
（
月
〜
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

【
レ
セ
プ
ト
資
格
点
検
業
務
な
ど
】

●
対
象　

医
事
管
理
士
、
医
療
事
務
管
理

士
な
ど
医
療
事
務
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
９
万
７
、５
０
０
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

保
険
年
金
課

●
時
間　

９
時
〜
16
時
（
月
〜
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

【
一
般
事
務
】

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人

●
賃
金　

①
月
額
９
万
７
、５
０
０
円

　
　
　
　

②
日
額
５
、８
８
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

本
庁
、
総
合
支
所
な
ど

●
時
間　

①
９
時
〜
16
時
（
月
〜
金
曜
日

の
週
30
時
間
）
②
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
月
〜
金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

【
高
城
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
園
①
調
理

師
②
介
護
業
務
③
夜
間
介
護
・
宿
直
業
務
】

●
対
象　

①
調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
人
、

②
③
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者

●
賃
金　

①
②
月
額
14
万
６
、３
０
０
円

　
　
　
　

③
月
額
16
万
５
、０
０
０
円

●
定
員　

①
②
③
と
も
に
若
干
名

●
時
間　

①
６
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
１

日
７
時
間
30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

②
７
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
１
日
７
時
間

30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

※ 

①
②
と
も
に
週
休
２
日
、
交
代
制
に
よ

る
早
出
、
遅
出
、
シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
出
勤
あ
り

③
17
時
55
分
〜
翌
８
時
55
分
の
う
ち
１
日

７
時
間
30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

※ 

週
休
２
日
、交
代
に
よ
る
シ
フ
ト
勤
務
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
出
勤
あ
り

　

職
員
課　

☎
23

－

２
１
１
９

学
校
給
食
用
の
物
資
納
入
業
者

　

都
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
、
給
食
用

の
一
般
物
資
や
魚
、
肉
、
野
菜
な
ど
を
納

入
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
契
約
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
平
成
28
年

３
月
31
日
㈭

●
要
件　

市
税
の
滞
納
が
な
く
、
市
内
に

事
業
所
ま
た
は
倉
庫
な
ど
を
所
有
し
（
市

内
で
調
達
困
難
な
物
資
を
有
す
る
業
者
は

除
く
）３
年
以
上
経
営
を
継
続
し
て
い
て
、

指
定
日
時
に
納
入
が
で
き
、
か
つ
緊
急
時

の
対
応
が
可
能
な
事
業
者

　

２
月
９
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で

配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
２
月
23
日
㈪
ま
で
に
学
校
給
食
課

☎
23

－

２
６
１
７
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

平
成
27
年
度
幼
稚
園
入
園
申
し
込
み

　

平
成
27
年
度
、
次
の
幼
稚
園
に
入
園
を

希
望
す
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
期
日
ま

で
に
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
。

●
幼
稚
園
名
・
定
員
・
電
話
番
号

幼
稚
園
名

定　

員

電
話
番
号

高
城
幼
稚
園

１
２
０
人
58

－

２
３
５
１

石
山
幼
稚
園

40
人

58

－

３
２
１
１

有
水
幼
稚
園

80
人

59

－

９
１
１
４

●
受
付
期
間　

１
月
13
日
㈫
〜
２
月
６
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
提
出
先　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園

　

高
城
教
育
課　

☎
58

－

２
３
１
７

２
月
市
営
住
宅
入
居
者

●
一
般
世
帯

【
３
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
北
鷹
尾
（
２
戸
）、
蓑

原
（
１
戸
）、
志
比
田
（
１
戸
）、
一
万

城
（
９
戸
）、
一
万
城
出
口
（
１
戸
）、

宮
丸
西
（
２
戸
）、
志
和
池
（
１
戸
）、

豊
満
（
１
戸
）〔
山
之
口
〕
丸
岡
（
１
戸
）、

花
木
第
１
（
１
戸
）〔
山
田
〕
脇
之
馬
場

（
1
戸
）

【
３
Ｋ
】〔
本
庁
〕
※
都
北
（
１
戸
）〔
山
田
〕

※
西
栫
第
２
（
１
戸
）

【
２
Ｋ
】〔
本
庁
〕
※
都
原
（
４
戸
）

●
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

【
４
Ｄ
Ｋ
】〔
高
崎
〕
中
央
（
１
戸
）

※ 

初
年
度
家
賃
は
、
３
万
９
、０
０
０
円

で
す
が
、
毎
年
１
、０
０
０
円
ず
つ
加

算
さ
れ
ま
す

※
印
は
単
身
入
居
可
能
で
す
。
単
身
入
居

申
請
に
は
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、

生
活
保
護
受
給
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

入
所
者
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す

●
申
込
期
間　

２
月
２
日
㈪
〜
10
日
㈫
（
17
時
ま
で
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
市
営
住
宅
随
時
入
居
者
】

　

２
月
の
定
期
募
集
で
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
団
地
の
募
集
を
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
２
月
20
日
㈮
以
降
に
建
築
課
窓
口
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

●
申
込
期
間　

３
月
２
日
㈪

　
　
　
　
　
　

８
時
45
分
〜
９
時

※
以
降
は
、
随
時
受
け
付
け

●
申
込
場
所　

団
地
を
所
管
す
る
課

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

　
　
　

各
総
合
支
所
建
設
課

施
設
見
学
会
（
史
跡
巡
り
編
）

●
日
時　

２
月
18
日
㈬

９
時
30
分
出
発　

15
時
45
分
帰
着
予
定

●
集
合
時
間
・
場
所　

９
時
15
分
・
都
城

運
動
公
園
野
球
場
駐
車
場
（
妻
ケ
丘
町
）

●
行
程　

山
田
神
社
（
山
田
町
）
↓
安
永

城
跡
・
南
洲
神
社
（
庄
内
町
）
↓
平
田
か

く
れ
念
仏
洞
跡
（
乙
房
町
）
↓
兼け
ん

喜き

神
社

（
都
島
町
）
↓
川
の
駅
（
昼
食
）
↓
西
南

戦
争
招
魂
塚
・
勝
海
舟
詩
碑
（
前
田
町
）

↓
石
山
観
音
寺
（
高
城
町
）
↓
牧
之
原
古

墳
群（
高
城
町
）↓
弥
五
郎
ど
ん
の
館（
山

之
口
町
）

●
対
象
・
定
員　

市
民
・
40
人

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
２
月
10
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
連
絡

●
費
用　

１
０
０
円（
１
日
傷
害
保
険
料
）

※
昼
食
と
飲
み
物
は
各
自
持
参

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
参
加
す
る
人
の

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
２
月
４
日
㈬
ま
で
に
秘
書
広
報

課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）。
１
枚
の
は
が

き
で
２
人
ま
で
応
募
可
（
代
表
者
に
は
、

◎
印
）

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

　

コ
ー
ス
周
辺
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日　

２
月
１
日
㈰

●
通
過
予
定
時
間　

え
び
の
市
真ま
さ
き幸
地
区

体
育
館
前
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）
↓
ロ
ー
ソ

ン
高
崎
大
牟
田
店
前
（
12
時
４
分
）
↓
志

和
池
小
学
校
前
（
12
時
34
分
）
↓
市
役
所

玄
関
前
（
13
時
６
分
ゴ
ー
ル
）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
23

－

９
５
４
６

催

し

募

集
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ま
ち
の
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム（
無
料
）

　

新
し
い
図
書
館
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

１
月
31
日
㈯　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

小お

ぶ

せ
布
施
町
立
図
書
館（
長
野
県
）

「
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」
初
代
館
長
花
井

裕
一
郎
氏
に
よ
る
講
演

●
定
員　

先
着
１
０
０
人

※
申
し
込
み
不
要

　

都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社　

ま
ち

な
か
事
務
局　

☎
46

－

５
２
５
３

ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in
祝
吉

●
日
時　

２
月
15
日
㈰　

８
時
15
分
受
付

※
雨
天
時
は
22
日
㈰
に
延
期

●
集
合
場
所　

祝
吉
地
区
公
民
館

●
行
程　

沖
水
川
河
川
敷
約
６
㌔
コ
ー
ス

●
参
加
料　

１
人
に
つ
き
１
０
０
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す

●
持
参
す
る
も
の　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
帽
子

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　

２
月
５
日
㈭
ま
で
に
、
祝
吉
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
（
祝
吉
地
区

公
民
館
内
）　

☎
23

－

２
８
９
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

２
月
５
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

な
の
は
な
合
唱
団

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

ス
テ
ッ
プ
運
動
健
康
教
室

●
日
時　

２
月
18
日
㈬　

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
市
民

●
定
員　

30
人

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

季
節
陶
芸
「
雛
人
形
陶
芸
教
室
」

●
日
時　

１
月
24
日
㈯
〜
29
日
㈭

①
10
時
〜　

②
13
時
〜　
（
約
１
時
間
）

●
場
所　

竹
楽
の
お
サ
ト
「
竹ち
く
ら楽
館
」

●
定
員　

各
10
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
、０
０
０
円　
　
　

 　
　
　

　

竹
楽
館　

☎
58

－

６
１
５
０

催

し

講
座
・
教
室

子育て支援センター行事予定

◆都城市子育て支援センター　　　　☎ 22-1659

1 /19 ㈪
10時～

いちごクラブ「たこ作り」
対象：2歳以上の親子

1 /21 ㈬
10時～

マタニティの会「スタイ作り」
対象：妊婦　※要申し込み

1 /28 ㈬
10時～

子育て講座「歯について」～歯の
話や歯科検診、ブラッシング指導
※要申し込み

2 / 2 ㈪
10時～

ふたごの会「ふたご以上の親子・
妊婦さんの集いの場」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

◆山之口子育て支援センター　　　　☎ 57-3298

1 /21 ㈬
10時30分～

歯の教室「歯科衛生士による歯の
衛生指導」

1 /23 ㈮
10時30分～

高齢者施設慰問「おじいちゃん、
おばあちゃんと一緒に遊びましょ
う」場所：花てまり

1 /26 ㈪
10時～

なかよし広場・すくすく教室
１歳以上を対象に、身長と体重を
測定します

1 /27 ㈫
10時～

出前保育「ぽっかぽか」
「体育館で思いきり遊ぼう」
場所：上富吉地区体育館

◆山田子育て支援センター　　　　　☎ 64-3171

1 /28 ㈬
10時～

誕生会（12・１月生まれのお友だち）
「みんなでお祝いしましょう」

1 /29 ㈭
10時～

Mama が元気 Baby が元気
「体と心をほぐして育児を楽しもう」
定員：15 組（託児あり）　
※要申し込み

2 / 3 ㈫
10時～

「豆まき大会」材料費：1家庭200円
定員：20組　※要申し込み
おにぎり、お椀、箸、水筒を持参

2 / 5 ㈭
10時～

身体測定
「子どもの成長を数字で知ろう」

2 /12 ㈭
10時～ にこにこ教室「ひな人形づくり」
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
（
無
料
）

●
日
程
・
場
所

２
／
４
㈬
中
央
公
民
館

２
／
17
㈫
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

●
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

●
対
象　

40
歳
〜
64
歳
ま
で
の
市
民

●
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

集
客
力・企
画
力
ア
ッ
プ
「
骨
組
み
か
ら
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
」

　

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
必
要
な
ア
ピ
ー
ル

方
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
・
19
日

㈭　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
４
階

　

１
月
30
日
㈮
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
課　

☎
23

－

２
４
３
１

南
九
大
学
公
開
講
座「
ひ
な
山
づ
く
り
」（
無
料
）

●
日
時　

１
月
24
日
㈯　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
定
員　

30
人　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

電
話
か
メ
ー
ル
で
南
九
州
大
学
都
城

キ
ャ
ン
パ
ス　

☎
０
１
２
０

－

３
７
３

－
９
２
０
（
９
時
〜
17
時
）

koho@
nankyudai.ac.jp

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

バ
タ
ー
を
使
わ
な
い
健
康
お
菓
子

２
／
７
㈯　

10
時
〜
13
時　

20
人　

１
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
２
／
１
㈰

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参

フ
ラ
ワ
ー
ブ
ー
ケ
作
り

２
／
12
㈭　

10
時
〜
12
時　

20
人

２
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
２
／
５
㈭

※
剪
定
ば
さ
み
、
新
聞
紙
、
ご
み
袋
を
持
参

お
ふ
く
ろ
の
ご
ち
そ
う
・
梅
づ
く
し

２
／
18
㈬　

10
時
〜
13
時　

20
人　

１
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
２
／
６
㈮

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
を
持
参

中
国
楽
器
二
胡
に
挑
戦
（
無
料
）

２
／
21
㈯　

15
時
〜
17
時　

５
人　

締
め
切
り
：
２
／
８
㈰

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
〜
８
０
０
円

※
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

社
交
ダ
ン
ス

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

中
央
公
民
館

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

ヨ
ガ
（
４
回
）

第
１
・
３
木
曜
日
（
２
／
５
㈭
〜
３
／
19 

㈭
）

13
時
〜
14
時　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

２
、２
０
０
円　

締
め
切
り
：
１
／
27
㈫

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
（
４
回
）

第
２
・
４
火
曜
日
（
２
／
10
㈫
〜
３
／
24 

㈫
）

13
時
〜
14
時　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

２
、２
０
０
円　

締
め
切
り
：
１
／
30
㈮

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

２
／
５
㈭　

９
時
〜
12
時　

中
央
公
民
館

２
／
５
㈭　

10
時
〜
12
時　

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
６
㈮　

10
時
〜
12
時

高
城
総
合
支
所　

西
別
館
第
２
会
議
室　

２
／
10
㈫　

10
時
〜
12
時

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
12
㈭　

10
時
〜
12
時　

五
十
市
地
区
公
民
館

２
／
14
㈯　

10
時
〜
12
時　

山
之
口
総
合
支
所

２
／
19
㈭　

９
時
〜
12
時　

中
央
公
民
館

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

相

談

講
座
・
教
室
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

１
月
21
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

１
月
27
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
の
場
合
は
要
予
約

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

２
／
６
㈮　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

志
和
池
地
区
公
民
館

２
／
13
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
25
㈬　

13
時
30
分
〜
14
時

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
室
（
無
料
）

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

心
配
ご
と
（
面
談
・
電
話
）

【
無
料
法
律
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
５
㈭
総
合
福
祉
会
館
１
階

２
／
12
㈭
山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
館

２
／
19
㈭
総
合
福
祉
会
館
１
階

２
／
26
㈭
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
時
間　

14
時
〜
17
時   

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

【
無
料
司
法
書
士
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
４
㈬
総
合
福
祉
会
館
１
階

２
／
18
㈬

２
／
25
㈬
総
合
福
祉
会
館
１
階

高
城
老
人
福
祉
館

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
〜
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

　

社
会
福
祉
協
議
会
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ

ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
25

－

８
３
４
９

人
権
相
談

●
日
時
・
場
所

２
／
２
㈪
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
６
㈮
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
城
総
合
支
所

２
／
10
㈫
山
之
口
総
合
支
所

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
時
間　

10
時
〜
15
時

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

－

０
４
９
０

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

２
月
４
日
㈬
・
18
日
㈬

　
　
　
　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

６
人
程
度　

※
要
予
約

　

宮
崎
県
司
法
書
士
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

－

３
２
４
０

　消費者に安心して
食べてもらえる銘柄
豚の生産に、4 戸の
生産者グループで取
り組んでいます。
　国や県の制度を活
用して豚肉の余剰部
分を商品化。手作り

メンチカツコロッケなどの惣菜を中心
に、自社の直売所などでも販売していま
す。また、地元小学校で手作りウインナー
教室を開催するなど、子どもたちの食育
にも力を入れています。
　今後も地域に根ざした活動を行い、地
元生産者など
と連携した商
品開発に取り
組みたいと思
います。

6次産業化を実践
しています！

観音池ポーク観音池ポーク
馬場通さん（高城町石山）馬場通さん（高城町石山）
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、

今
後
の
農
林
業
の
施
策
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
調
査
員
が
、
農
業
を
営
ん
で
い

る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い
。

　

情
報
政
策
課　

☎
23

－

２
５
６
２

後
方
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し

た
、
後
方
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
13
日
㈮　

14
時
〜
17
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

岩
手
県
遠
野
市
長
に
よ
る
講

演
や「
想
定
さ
れ
る
災
害
と
広
域
連
携
・

後
方
支
援
の
重
要
性
」
に
関
す
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ほ
か

　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

　

契
約
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

２
月
20
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

新
事
業
相
談

●
日
時　

２
月
６
日
㈮　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

商
工
政
策
課

●
内
容　

経
営
や
販
売
な
ど
の
相
談

※
要
申
し
込
み

　

宮
崎
県
産
業
振
興
機
構　

　
　

☎
０
９
８
５

－

74

－

３
８
５
０

一
日
中
小
企
業
相
談
会

●
日
時　

２
月
10
日
㈫　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
２
階

●
内
容　

経
営
や
融
資
な
ど
の
相
談

　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

２
月
26
日
㈭　

14
時
〜

●
場
所　

市
役
所
本
館
６
階
入
札
室

●
物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

（
鷹
尾
の
土
地
、
都
島
町
の
土
地
・
建
物
、

高
崎
町
の
土
地
・
建
物
）

※ 

物
件
の
詳
細
は
、
１
月
30
日
㈮
以
降

に
納
税
課
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　

納
税
課　

☎
23

－

２
１
２
６

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
た
な
い
児
童
・
生
徒

補
聴
器
購
入
・
修
理
費
用
を
助
成

●
対
象　

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ

シ
ベ
ル
以
上
で
、
聴
覚
障
が
い
に
関
し

て
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
18
歳
以
下
の
人
。
た
だ
し
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す

●
助
成
内
容　

補
聴
器
の
購
入
・
修
理

に
要
す
る
費
用
（
基
準
額
あ
り
）
の
３

分
の
２
を
助
成
し
ま
す
。
生
活
保
護
世

帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
全
額
を
助

成
し
ま
す
。
原
則
１
台
（
片
耳
）
で
す

が
、医
師
の
診
断
に
よ
り
２
台
（
両
耳
）

給
付
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
そ
の
他　

宮
崎
大
学
医
学
部
附
属
病

院
難
聴
支
援
セ
ン
タ
ー
の
医
師
の
診
断

が
必
要
で
す

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
と
18
歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査

　

２
月
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
詳
し
く
は
、
１
月
30
日
㈮
に
公
民

館
を
通
じ
て
配
布
す
る
チ
ラ
シ
「
日
帰

り
人
間
ド
ッ
ク
と
健
康
診
査
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま

受
診
者
証
の
事
前
交
付
申
請

　

平
成
27
年
度
分
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
３
月
13
日
㈮
ま
で
に
申
請

し
た
人
に
は
、
３
月
下
旬
に
受
診
者
証

を
郵
送
し
ま
す
。

●
受
付
場
所　

保
険
年
金
課
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
都
城
市
北
諸
県
郡
は
り
・
き
ゅ

う
・
あ
ん
ま
師
会
加
入
の
各
施
術
所

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
協
力
く
だ
さ
い

　

２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
農

お
知
ら
せ

　空気が乾燥し、ウイルスがまん延し
やすい時季を迎えました。畜産農家の
皆さん、大事な家畜を伝染病から守る
ため、消毒などの家畜防疫対策を徹底
しましょう。
消毒の徹底をお願いします
　毎月10日・20日・30日は「都城地域
一斉消毒の日」です。本市から家畜伝
染病を発生させないよう、農場の継続
的な消毒と防疫対策の実施をお願いし
ます。
市民の皆さんへお願い
　畜産農家の敷地内に
許可なく近づかないで
ください。やむをえず、
敷地内に入る前には、
農場出入口付近に置いてある消毒槽な
どで消毒をお願いします。

　畜産課　☎23-2769

注意！ 県内で鳥インフルエンザ
が発生！！

相

談
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

地
籍
図
（
簿
）
の
閲
覧

　

平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
、
地
籍
調

査
で
作
成
し
た
地
籍
図
（
簿
）
の
閲
覧

が
で
き
ま
す
。
閲
覧
に
は
印
鑑
（
ス
タ

ン
プ
式
を
除
く
）
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
閲
覧
で
き
る
土
地　

吉
之
元
町
の
一

部
（
字
：
田
野
、
田
子
所
）

●
日
時
・
場
所

１
／
26
㈪
〜
２
／
４
㈬　

９
時
30
分
〜
16
時　

西
岳
地
区
公
民
館

２
／
５
㈭
〜
19
日
㈭　

９
時
〜
16
時

市
役
所
本
館
４
階　

農
村
整
備
課

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん

　

農
村
整
備
課　

☎
23

－

２
９
８
２

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

都
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
を
定
め
る
に
当
た
り
、
広
く
意
見

を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
本
計
画
に
親
し

み
の
持
て
る
愛
称
に
つ
い
て
提
案
を
募

集
し
ま
す
。

●
公
表
の
場
所　

　

保
育
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
本
館
２
階
）、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
、
図
書
館
、
各
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
期
間　

　

２
月
９
日
㈪
ま
で

●
意
見
の
提
出
書
類　

公
表
の
場
所
に

設
置
し
て
あ
る
「
意
見
・
情
報
提
出
書
」

を
利
用
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団

体
名
を
明
記
し
、
封
書
で
保
育
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
。
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
や
各
総
合
支
所
、
各
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
も
提
出
で
き
ま
す
。氏
名
、

住
所
な
ど
の
記
載
が
な
い
意
見
に
対
し

て
は
、
市
の
考
え
方
を
公
表
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

　

保
育
課　

☎
23

－

２
１
９
９　

FAX 

23

－

２
７
８
８

hoiku@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

認
知
症
ケ
ア
の
実
践
研
修
報
告
会

　

認
知
症
ケ
ア
に
取
り
組
ん
だ
介
護
事

業
所
の
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
30
日
㈮　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

１
月
23
日
㈮
ま
で
に
介
護
保
険
課

☎
23

－

３
１
８
４

平
成
27
年
度
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布

　

３
月
か
ら
ご
み
の
分
別
方
法
や
一
部

の
地
区
で
収
集
日
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
平
成
27
年
度
版
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
（
３
月
〜
平
成
28
年
３
月

ま
で
掲
載
）で
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

各
種
変
更
内
容
の
チ
ラ
シ
を
、
１
月
下

旬
に
市
内
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

環
境
業
務
課　

☎
24

－

５
５
６
０

降
灰
処
分
場
の
変
更

　

高
崎
町
東つ

ま

霧
島
降
灰
処
分
場
を
、
閉

鎖
し
ま
し
た
。
新
燃
岳
の
降
灰
は
、
１

月
か
ら
札ふ
だ
た
て
ば
る

立
原
降
灰
処
分
場（
御
池
町
）

に
変
更
に
な
り
ま
す
。
場
所
や
搬
入
方

法
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

　

環
境
業
務
課　

☎
24

－

５
５
６
０

す
ま
い
給
付
金
制
度

　

国
で
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
う
負
担
額
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
新

消
費
税
率
で
住
宅
を
取
得
し
た
人
に
対

し
て
年
収
に
応
じ
、
最
大
30
万
円
を
給

付
し
ま
す
。

　

す
ま
い
給
付
金
事
務
局

　
　

☎
０
５
７
０

－

０
６
４

－

１
８
６

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
1 /25
㈰

政所医院（小・内） 58-2171
鵜木循環器内科医院（循・内） 26-0008
宇宿医院（内・胃・消） 25-9031
はまだクリニック（外・胃・肛門） 45-2266
酒井皮膚科医院（皮） 25-5322
吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） 21-4133
稲田歯科医院（山之口町）57-2030

2 / 1
㈰

柳田病院（小・内） 22-4862
村上循環器内科クリニック（循・内） 25-2700
園田光正内科医院 38-5115
とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） 52-1135
もちお蛯原医院（整形・形成） 21-5355
くぼた眼科 26-3100
稲田歯科医院（祝吉町） 22-8811

2 / 8
㈰

児玉小児科 25-5570
宮永病院（内・胃・外） 22-2015
いづみ内科医院 22-7111
もりやま脳神経外科（脳外科） 21-6888
飯田整形外科クリニック（整） 46-5115
いそいち産婦人科医院 22-4585
内之浦歯科医院 24-8022

2 /11
㈬

原田医院（内・小・外） 26-3330
三嶋内科 24-7171
黒松病院（内） 38-1120
都北鮫島クリニック（胃・内・外） 38-6060
速見泌尿器科医院 24-8344
野田医院（産・婦） 24-8553
五反田歯科医院 24-8833

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認
してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局

1 /25 ㈰ 高城薬局、さわやか、友愛
きたはら

2 / 1 ㈰ アート、大光、もちおさくら
たかお、東町

2 / 8 ㈰ プリマリー、サン久保原
調剤日研

2 /11 ㈬ ひむか都城

みやざき医療ナビ
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大お
お

久く

保ぼ

一い
ち

蔵ぞ
う

外ほ
か

二に

名め
い

書し
ょ

状じ
ょ
う

大
久
保
一
蔵
は
文
政
十
三
年（
１
８
３
０
）

８
月
10
日
、高こ
う
ら
い麗

町（
現
在
の
鹿
児
島
市
高
麗

町
）
に
生
ま
れ
、
後
に
利と
し
み
ち通
と
改
名
し
ま
し

た
。
こ
の
一
蔵
こ
そ
誠せ
い

忠ち
ゅ
う

組ぐ
み

を
結
成
し
、
版

籍
奉
還
や
廃
藩
置
県
を
断
行
す
る
な
ど
、
幕

末
維
新
期
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
、

大
久
保
利
通
そ
の
人
で
す
。

一
蔵
は
下
級
士
族
の
生
ま
れ
で
し
た
が
、

鹿
児
島
藩
の
島
津
斉な
り

彬あ
き
ら

や
島
津
久
光
に
そ
の

能
力
を
評
価
さ
れ
、
江
戸
に
上
り
ま
し
た
。

倒
幕
を
果
た
し
た
後
、
明
治
政
府
で
は
実
質

上
の
最
高
権
力
者
と
し
て
活

躍
。
西
郷
隆
盛
、
木
戸
孝た
か
よ
し允

ら
と
共
に
「
維
新
の
三さ
ん
け
つ傑
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
状
は
、
文
久
三
年

（
１
８
６
３
）
９
月
27
日
付

の
も
の
で
、
大
久
保
一
蔵
ほ

か
２
人
が
佐
賀
関
か
ら
国
元

（
鹿
児
島
藩
）
に
宛
て
た
も

の
で
す
。
幕
政
改
革
要
求
の

た
め
に
京
都
・
江
戸
に
上
っ

た
島
津
久
光
が
目
的
を
果
た

し
、
無
事
に
佐
賀
関
を
出
発

し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
内
容

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

状じ
ょ
う

都
城
島
津

今
月
の
お
す
す
め
の
本

都城市立図書館
☎22‒0239
高 城 図 書 館
☎58‒4224

◎問い合わせ
1月21日↑

2月15日図書館だより
「零戦の子 伝説の猛将・亀井凱夫とその兄弟」
武田頼政（著）　文芸春秋（出版）

日本で初めて夜間の空母着艦に成功
した戦闘機乗りの草分け的存在、亀
井凱

よし

夫
お

。彼が残した日記や手紙を元
に、彼の兄弟や親子の生涯と、大日
本帝国の最後を描く。

「本の底力 ネット ウェブ時代に本を読む」
高橋文夫（著）　新曜社（出版）

ネット全盛の今だからこそ必要とさ
れる新時代の読書法とは。タブレッ
ト端末の普及、本や雑誌の行く末、
本の底力などについて考える、スマ
ホが手放せない人にも必読の一冊。

「妖怪大百科　元祖」
実吉達郎（著）　竹書房（出版）

“元祖”古典妖怪から今どきの都市
伝説妖怪まで、イラストを交えて紹
介。漫画やゲームのモデルになった、
怖くて楽しい妖怪たちが満載。

「日本全国地名のひみつ」
今尾恵介（監修）　PHP研究所（出版）

地名はどのようにして付けられたの
か。観光地や名所の地名、おもしろ
い地名などの由来を、写真やイラス
トで紹介。地名の由来や歴史への関
心が高まる一冊。

一般一般

児童児童

都城市立図書館 ●休館日／１月26日、２月２日・５日・９日・11日 ●開館時間／９：30～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／１月27日、２月３日・10日・11日・15日 ●開館時間／９：30～18：00

都
城
市
立
図
書
館

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
１
月
22
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
２
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

ね
ず
み
き
ょ
う
（
日
本

の
民
話
）　

ほ
か

高
城
図
書
館

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

　
　
　

読
み
聞
か
せ
会

●
１
月
31
日
㈯　

11
時
〜

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日
曜
日

に
限
り
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

【
特
設
コ
ー
ナ
ー
】

●
都
城
市
立
図
書
館

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
節
分
特
集
」

ほ
か

●
高
城
図
書
館

「
風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」

「
煮
込
み
料
理
特
集
」
ほ
か

読
み
聞
か
せ
の
部
屋



このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

QUIZ

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.109

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

■11月号クイズの結果【応募総数38通】
◎正解／①10　②安全　③子育て

国際交流員
のひとりごと

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

春には「希望」の意味があると言われています。
芽生え、開花、そして清らかに澄みきった空気。
深呼吸したら清々しさが肺の中まで染み渡って、
気持ちよくなります。
春になると、目に映る景色も生き生きとして、

希望がどんどん溢れてきます。現在、中国と日本
の関係は「冬」ともいえる厳しい関係にあります。
しかし、いつかきっと、「日中の春が来る」と信じ
ています。
そのためには交流が必要です。両国の国民が友

好の橋を作れば、国と国の関係もよくなります。
現在、民間レベルでいろいろな草の根の活動とも
いえる友好交流が盛んに行われています。隣人同
士が仲間のように付き合うのは当たり前のことで
す。一般的にけんかの原因は、相手の考えが理解
できないことです。自らの目で相手国の文化や生
活を体験すれば、けんかはしないでしょう。
違う国、異なる民族が、お互いの偏見を無くし

て、仲の良い「日中の春」が到来することを期待
してやみません。

冬来たりなば春遠からじ

●
各
種
税
金
の
納
付
に
つ
い
て
、
市
民
と
し
て
責
任
を

も
っ
て
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
を
改
め
て
意
識
し
ま

し
た
。
未
払
い
が
原
因
で
起
き
る
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（
蓑
原
町　

K
・
I
さ
ん
）

 

●
児
童
虐
待
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
子

ど
も
は
無
抵
抗
な
上
に
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事
中
に
子
ど
も
を
足
蹴
り
す

る
母
親
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、心
が
痛
み
、そ

の
子
の
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
高
城
町
大
井
手　

ゴ
ン
太
ば
ぁ
〜
ば
さ
ん
）

 

●
日
本
一
の
肉
の
ま
ち
の
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
。
今
年
も

都
合
が
悪
く
参
加
で
き
ず
に
残
念
で
し
た
。
来
年
こ

そ
は
、
夫
婦
で
参
加
し
た
い
で
す
。

（
山
之
口
町
富
吉　

カ
タ
メ
イ
さ
ん
）

 

●
人
の
風
景
に
登
場
し
た
小
山
さ
ん
。「
わ
た
ぼ
う
し
大

賞
」
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
が
ち
な
私
で
し
た
が
、
全
て
に
感
謝
し
、

明
る
く
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
蓑
原
町　

ス
ィ
チ
ョ
ン
さ
ん
）

 

●
国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と
を
読
ん
で
、
人
生
は
思

い
も
か
け
な
い
こ
と
が
起
こ
り
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
縁
友
が
そ
ば
に
い

て
く
れ
る
と
、
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
早
水
町　

Ｔ
さ
ん
）

問　①市民の財産と安全を守る○○団活動に参加し
　　　てみませんか

答  
問　②市・県民税の○○をお忘れなく

答  
問　③平成27年がスタート。
　　　あなたの今年の目標は？（自由回答）

答  

朱
しゅ

嫣
えん

さん（中国）Vol.3



商品提供事業者

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵作品展　益田玉

ぎょく

城
じょう

没後60年特集
　「いつくしむ日々」3月1日㈰まで

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「少し昔の道具展～米づくりと昔のくらし」
　 4月19日㈰まで

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　 9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※2月2日㈪～6日㈮は、伝承館は展示替え作業のため休館
◎都城島津伝承館特別展「紫舟と都城島津家史料の出会い
　みやこんじょ力の発信」 2月1日㈰まで
　特別展期間中は金～日曜日は18：00まで開館
　期間中は無休
　特別展期間中の本宅・石蔵の観覧料は
　一般400円　高校・大学生300円　中学生以下無料

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　 9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00
　　　　　㊎、㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上310円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）

POST　CARD

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　-

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.109  2015年1月号）

8 8 5 8 5 5 552 円切手を
お貼りください

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や1月号を読んだ感想を書いて
　〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で1人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 1月30日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙 3月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎11月号当選者　藤村 久美子さん（金田町）

今月の「 6次化だより」
にも登場した観音池ポ
ーク。生産者が愛情を
こめて育てた豚を使っ
たメンチカツの詰め合
わせです。「おふくろ
の味」として好評の同
商品をぜひご賞味くだ
さい。

施設 案内
※1月21日～ 2月15日の日程

観音池ポーク（高城町）　☎58-5499

【メンチカツセット 1人】



ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
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世界が認めた和太鼓エンターテイ
ンメント「TAO」の2年ぶりの都
城公演。今回は、都城でしか見
られないスペシャルパフォーマン
スをお届けします！

●日　時　 2月28日㈯　
　開演18：00（開場17：30）
●料　金　全席指定　
　5,000円（当日は500円増し）
※未就学児入場不可
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成26年12月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 71,216世帯 （1） （355）
人口総数 166,316人 （－62）（－1,023）
男　　性 77,871人 （－21）（－474）
女　　性 88,445人 （－41）（－549）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～
　③17：50 ～　④20：50 ～
　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

イベントカレンダー （1月21日～2月22日）
※【　】内は場所、 は問い合わせ先

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

都城市エリア

1
月

25日㈰　9：00 ～
高崎クロスカントリー大会【高崎総合公園】
 高崎地区体育協会事務局　☎62-1111

2
月

1日㈰　10：00 ～
南九州駅伝競走大会【国道221号～国道10号】
 スポーツ振興課　☎23-9546

８日㈰　9：00 ～ 12：00
都城ぼんち市【東中町通り】
 都城商工会議所　☎23-0001

８日㈰　10：00 ～ 15：00
くまその里よろず市【滝の駅せきのお】

 くまその里よろず市実行委員会　☎37-3405
環霧島エリア

2
月

14日㈯　9：30 ～ ※2月6日㈮までに申し込み
九州オルレ霧島妙見ウオーキング【塩

しお

浸
びたし

温泉龍馬公園】
 霧島市観光課　☎0995-64-0895

21日㈯・22日㈰　8：00 ～ 16：00
こばやし霧島連山絶景ウオーク【小林総合運動公園】
 小林市商工観光課　☎0984-23-1174

赤津ストヤーノフ樹
じゅ

里
り

亜
あ

ピアノリサイタル
「青い鳥」

TAO 2015 FIRST LIVE

福島県いわき市出身の新進
ピアニスト。クラシックの名曲やふるさとの復興に思いを
はせて作曲したオリジナル曲を披露します。

●日　時　 2月15日㈰　14：00開演
●料　金　一般　2,000円　高校生以下　1,500円
　　　　　（当日は500円増し）
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

霧島市

小林市

あけましておめでとうございます。昨年は、さまざま
なイベントの取材などで市民の皆さんにお世話にな

りました。今年度、担当名が「広報戦略担当」と変わり、
皆さんに情報をお知らせするだけではなく、より効果的に
ＰＲしていこうと業務に取り組みました。インターネット
サービスの充実やふるさと納税のリニューアル、テレビの
全国放送。そして今年は、人と人とを結ぶ「コーディネー
ター」の役割にも力を入れながら、人材（財）の発掘にも
踏み込んでいきたいと目標を新たにしました。（真）

けんらん豪華な歴史絵巻
11月23日、島津発祥まつりの催

しの一つ、明道館パレードが行わ
れました。都城島津家歴代当主
や、戊辰戦争で活躍した私領一番
隊などにふんした参加者らが、都
城島津邸から神柱宮までの行程
を華やかに練り歩きました。
そのほか島津荘園と銘打った催しでは、自

じ

顕
げん

流
りゅう

や人力車の
搭乗体験などが行われ、たくさんの来場者でにぎわいました。
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